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共通ID

Google Meet



 UTokyo Accountのアカウント名 (共通ID)
数字10桁（例︓1234567890）
東京⼤学のIDであることを⽰す

@utac.u-tokyo.ac.jp （レルムという）が後ろ
につくことがある
例︓1234567890@utac.u-tokyo.ac.jp

システムによりレルム付き必須、レルム付き
不可、どちらでもよい場合があるので注意

 1234567890@utac.u-tokyo.ac.jpはメールアド
レスではない
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東京⼤学が契約するG Suiteのこと
当初はメールが中⼼だったのでこの名前
 G Suiteの様々な機能が利⽤可能

 Google Meet (Web会議システム）はこの中の⼀つ
アカウント名とメールアドレス

利⽤者設定のメールアドレスがアカウント名
例︓sanshiro@g.ecc.u-tokyo.ac.jp

この他に共通IDのメールアドレスがある
例︓1234567890@g.ecc.u-tokyo.ac.jp
別名であり、メールは同じアカウントに届く
全体や部局等の構成員全員への通知に使⽤
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東京⼤学が契約するMicrosoftのサービス
アカウント名はレルム付き共通ID

例︓1234567890@utac.u-tokyo.ac.jp
これはメールアドレスではない︕

 Office365内のメールサービスには別の
メールアドレスが割り当てられている。
例︓1234567890@univtokyo.onmicrosoft.com
使っていない⼈が多いと思われる
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 Google Meet (以前はGoogle Hangouts Meet)
 G Suiteの⼀部
 ECCSクラウドメールにログインして参加

ログインしていないと、主催者の承認が必要

 Zoom 
 Webex
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• 東⼤構成員は東⼤ライセンスを使⽤可
• ECCSクラウドメールの別名である、共
通IDのメールアドレス（例︓
1234567890@g.ecc.u-tokyo.ac.jp）にラ
イセンスが紐づけられている。（付与
を容易にするため）

• ECCSクラウドメールとは別サービス



 アカウントはメールアドレスに紐づけ
 東⼤ライセンスは共通IDのECCSクラウドメール
のアドレス(例︓1234567890@g.ecc.u-tokyo.ac.jp)
に紐づけ→東⼤ライセンスでの登録⼿順に注意
登録確認メールが届くので、確認が必要

 無料の基本ライセンスのサインアップ（登録）は、
どんなメールアドレスでもできる

 ECCSクラウドメールとは別サービスなので、共
通IDのアドレスと、利⽤者設定のアドレス(例︓
sanshiro@g.ecc.u-tokyo.ac.jp)の両⽅で別のアカウ
ントを作れてしまう（混乱の原因）
利⽤者設定のアドレスのアカウントは、基本ラインセ
ンスになる
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